
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

特徴とする赤外線内蔵携帯電話機。
【請求項２】
　

特徴とする赤外線内蔵携帯電話機。
【請求項３】
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携帯電話機の発信、着信時に通話を行う開始ボタン押下時に音声ミュート信号を赤外線
送信し、通話終了時に終了ボタンを押下することにより音声ミュート解除信号を赤外線送
信し、前記終了ボタンを押下せずに前記開始ボタンを押下することにより録画開始信号を
赤外線送信し、通話終了のため前記終了ボタン押下することにより前記音声ミュート解除
信号及び録画終了信号を赤外線送信することを

携帯電話機の発信、着信時に通話を行う開始ボタン押下時に音声ミュート信号を赤外線
送信し、通話終了時に終了ボタンを押下することにより音声ミュート解除信号を赤外線送
信し、前記終了ボタンを押下せずに前記開始ボタンを押下することにより録画開始信号を
赤外線送信し、通話終了のため前記終了ボタン押下することにより前記音声ミュート解除
信号及び録画終了信号を赤外線送信する制御部と；
　この制御部の制御により、前記赤外線を送信する赤外線インターフェイス部と；
　を備えたことを

テレビ視聴中、電話をかけるため或いは電話を受けるために、操作部にある開始ボタン
が押下された場合、制御部は赤外線インターフェイスよりテレビに対して、音声ミュート
を行う制御信号を赤外線により送出し、テレビの音声を消去する工程と；
　通話を終了させるため、前記操作部にある終了ボタンが押下された場合、前記制御部は



【請求項４】
　

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は赤外線内蔵携帯電話機及びこれを用いた家電操作方法に関し、特にテレビ視聴中
に電話の発信や着信があると自動的にテレビの音声をミュートし、あるいはビデオテープ
レコーダ（ＶＴＲ）等に視聴中の番組の録画を指示する赤外線内蔵携帯電話機及びこれを
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前記赤外線インターフェイスより前記テレビに対して、前記音声ミュートを解除する制御
信号を前記赤外線により送出し、再び前記テレビの音声を出力させる工程と；
　この工程で、前記終了ボタンが押下されずに、通話中に視聴中のテレビ番組を録画する
ため、前記操作部にある前記開始ボタンが押下された場合、前記制御部は前記赤外線イン
ターフェイスよりビデオテープレコーダ（ＶＴＲ）に対して、前記視聴中のテレビ番組の
録画を行う制御信号を前記赤外線により送出し、録画を開始させる工程と；
　通話を終了させるため、前記操作部にある前記終了ボタンが押下された場合、前記制御
部は前記赤外線インターフェイスより前記テレビに対して、前記音声ミュートを解除する
制御信号を前記赤外線により送出し、再び前記テレビの音声を出力させると共に、前記ビ
デオテープレコーダ（ＶＴＲ）に対して前記視聴中のテレビ番組の録画を停止する制御信
号を前記赤外線により送出し、録画を終了させる工程と；
　を備えたことを特徴とする赤外線内蔵携帯電話機を用いた家電方法。

赤外線内蔵携帯電話機であって、
　前記赤外線内蔵携帯電話機内の読出専用メモリには各メーカーのテレビとＶＴＲのリモ
コン用信号フォーマットが記憶されており、最初に操作部によりテレビメーカー名とＶＴ
Ｒメーカー名が選択されているかどうかの判定を行うメーカー名判定工程と；
選択されていなければ、前記操作部で前記テレビメーカー名及び前記ＶＴＲメーカー名を
選択するメーカー名選択工程と；
　選択すると選択情報が書換可能メモリに書き込まれ、次回からは選択されたメーカーの
テレビ及びＶＴＲが前記赤外線内蔵携帯電話機により制御可能となり、テレビ視聴中、電
話をかけるため或いは電話を受けるために、前記操作部にある開始ボタンを押下し、前記
開始ボタンの押下の有無を判定する第１の開始ボタン押下判定工程と；
　前記開始ボタンが押下された場合、前記制御部は赤外線インターフェイスより前記テレ
ビに対して、音声ミュートを行う制御信号を赤外線により送出し、テレビの音声を消去す
る音声消去工程と；
　通話を終了させるため、前記操作部にある終了ボタンを押下し、前記終了ボタンの押下
の有無を判定する第１の終了ボタン押下判定工程と；
　前記終了ボタン押下の場合、前記制御部は前記赤外線インターフェイスより前記テレビ
に対して、音声ミュートを解除する制御信号を前記赤外線により送出し、再び前記テレビ
の音声を出力させる音声消去解除工程と；
　前記終了ボタン押下判定工程で、前記終了ボタンが押下されずに、もし通話中に視聴中
のテレビ番組を録画したい場合には、前記操作部にある前記開始ボタンを押下し、前記開
始ボタンの押下の有無を判定する第２の開始ボタン押下判定工程と；
　前記開始ボタン押下の場合、前記制御部は前記赤外線インターフェイスより前記ＶＴＲ
に対して、視聴中のテレビ番組の録画を行う制御信号を前記赤外線により送出し、録画を
開始させる録画開始工程と；
　通話を終了させるため、前記操作部にある前記終了ボタンを押下し、前記終了ボタンの
押下の有無を判定する第２の終了ボタン押下判定工程と；
　前記終了ボタン押下の場合、前記制御部は前記赤外線インターフェイスより前記テレビ
に対して、音声ミュートを解除する制御信号を前記赤外線により送出し再び前記テレビの
音声を出力させると共に、前記ＶＴＲに対して視聴中のテレビ番組の録画を停止する制御
信号を前記赤外線により送出し、録画を終了させる音声消去解除及び録画終了工程と；
　を備えたことを特徴とする赤外線内蔵携帯電話機を用いた家電操作方法。



用いた家電操作方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、テレビ視聴中に電話をかける或いは電話を受ける場合には、リモコン等によりテレ
ビの音声ミュート（消音）を行うか、またはＶＴＲに視聴中のテレビ番組の録画を行う等
の煩雑な操作が緊急に必要であった。
【０００３】
一方、最近の携帯電話機の普及は極めて著しく、現在では携帯電話機に赤外線インターフ
ェイスが内蔵され、他の携帯電話機やパソコン等とデータ通信可能なものがある。
【０００４】
例えば従来の赤外線内蔵携帯電話機は、コードレス電話機またはＰＨＳからの指令部から
の作動制御信号を、クーラー等の電化製品に向けて赤外線送光することでリモコン操作の
代用にしている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００５】
また、携帯電話機に赤外線発信装置を設け、クーラー、照明等の動作調整をリモコンとし
て行っているものもある（例えば、特許文献２参照。）。
【０００６】
【特許文献１】
特開平１０－１５５０３０号公報（第２－３頁、図１、図２）
【特許文献２】
特開２０００－２５３１２３号公報（第２－３頁、図１、図２）
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
上述した従来の赤外線内蔵携帯電話機は、いずれも携帯電話機を単に電化製品付属のリモ
コン機器として代替的に使用しているだけで、携帯電話機保持者が着信や発信時にテレビ
等の消音やＶＴＲ等録画を行いたい場合、即座に通話中の携帯電話機を使用して操作指令
を電化製品に向けて送信しなければならず、操作が煩雑になりかつ誤操作する可能性があ
るという欠点を有している。
【０００８】
また、緊急時にリモコンとしての携帯電話機を探して操作する場合、即座に対応ができな
いという欠点を有している。
【０００９】
本発明の目的は、大音量でテレビ視聴中の場合に電話をかける或いは電話を受ける場合、
自動的にテレビの音声消音やＶＴＲ録画等の電化製品への操作を自動的に行うことで煩雑
な操作を不要にする赤外線内蔵携帯電話機及びこれを用いた家電操作方法を提供すること
にある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　本発明の

特徴と
している。
【００１１】
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赤外線内蔵携帯電話機は、携帯電話機の発信、着信時に通話を行う開始ボタン
押下時に音声ミュート信号を赤外線送信し、通話終了時に終了ボタンを押下することによ
り音声ミュート解除信号を赤外線送信し、前記終了ボタンを押下せずに前記開始ボタンを
押下することにより録画開始信号を赤外線送信し、通話終了のため前記終了ボタン押下す
ることにより前記音声ミュート解除信号及び録画終了信号を赤外線送信することを

　携帯電話機の発信、着信時に通話を行う開始ボタン押下時に音声ミュート信号を赤外線
送信し、通話終了時に終了ボタンを押下することにより音声ミュート解除信号を赤外線送
信し、前記終了ボタンを押下せずに前記開始ボタンを押下することにより録画開始信号を
赤外線送信し、通話終了のため前記終了ボタン押下することにより前記音声ミュート解除
信号及び録画終了信号を赤外線送信する制御部と；



ことを特徴としている。
【００１２】
　

ことを特徴としている。
【００１３】
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　この制御部の制御により、前記赤外線を送信する赤外線インターフェイス部と；
　を備えた

テレビ視聴中、電話をかけるため或いは電話を受けるために、操作部にある開始ボタン
が押下された場合、制御部は赤外線インターフェイスよりテレビに対して、音声ミュート
を行う制御信号を赤外線により送出し、テレビの音声を消去する工程と；
　通話を終了させるため、前記操作部にある終了ボタンが押下された場合、前記制御部は
前記赤外線インターフェイスより前記テレビに対して、前記音声ミュートを解除する制御
信号を前記赤外線により送出し、再び前記テレビの音声を出力させる工程と；
　この工程で、前記終了ボタンが押下されずに、通話中に視聴中のテレビ番組を録画する
ため、前記操作部にある前記開始ボタンが押下された場合、前記制御部は前記赤外線イン
ターフェイスよりビデオテープレコーダ（ＶＴＲ）に対して、前記視聴中のテレビ番組の
録画を行う制御信号を前記赤外線により送出し、録画を開始させる工程と；
　通話を終了させるため、前記操作部にある前記終了ボタンが押下された場合、前記制御
部は前記赤外線インターフェイスより前記テレビに対して、前記音声ミュートを解除する
制御信号を前記赤外線により送出し、再び前記テレビの音声を出力させると共に、前記ビ
デオテープレコーダ（ＶＴＲ）に対して前記視聴中のテレビ番組の録画を停止する制御信
号を前記赤外線により送出し、録画を終了させる工程と；
　を備えた

赤外線内蔵携帯電話機であって、
　前記赤外線内蔵携帯電話機内の読出専用メモリには各メーカーのテレビとＶＴＲのリモ
コン用信号フォーマットが記憶されており、最初に操作部によりテレビメーカー名とＶＴ
Ｒメーカー名が選択されているかどうかの判定を行うメーカー名判定工程と；
選択されていなければ、前記操作部で前記テレビメーカー名及び前記ＶＴＲメーカー名を
選択するメーカー名選択工程と；
　選択すると選択情報が書換可能メモリに書き込まれ、次回からは選択されたメーカーの
テレビ及びＶＴＲが前記赤外線内蔵携帯電話機により制御可能となり、テレビ視聴中、電
話をかけるため或いは電話を受けるために、前記操作部にある開始ボタンを押下し、前記
開始ボタンの押下の有無を判定する第１の開始ボタン押下判定工程と；
　前記開始ボタンが押下された場合、前記制御部は赤外線インターフェイスより前記テレ
ビに対して、音声ミュートを行う制御信号を赤外線により送出し、テレビの音声を消去す
る音声消去工程と；
　通話を終了させるため、前記操作部にある終了ボタンを押下し、前記終了ボタンの押下
の有無を判定する第１の終了ボタン押下判定工程と；
　前記終了ボタン押下の場合、前記制御部は前記赤外線インターフェイスより前記テレビ
に対して、音声ミュートを解除する制御信号を前記赤外線により送出し、再び前記テレビ
の音声を出力させる音声消去解除工程と；
　前記終了ボタン押下判定工程で、前記終了ボタンが押下されずに、もし通話中に視聴中
のテレビ番組を録画したい場合には、前記操作部にある前記開始ボタンを押下し、前記開
始ボタンの押下の有無を判定する第２の開始ボタン押下判定工程と；
　前記開始ボタン押下の場合、前記制御部は前記赤外線インターフェイスより前記ＶＴＲ
に対して、視聴中のテレビ番組の録画を行う制御信号を前記赤外線により送出し、録画を
開始させる録画開始工程と；
　通話を終了させるため、前記操作部にある前記終了ボタンを押下し、前記終了ボタンの
押下の有無を判定する第２の終了ボタン押下判定工程と；
　前記終了ボタン押下の場合、前記制御部は前記赤外線インターフェイスより前記テレビ
に対して、音声ミュートを解除する制御信号を前記赤外線により送出し再び前記テレビの
音声を出力させると共に、前記ＶＴＲに対して視聴中のテレビ番組の録画を停止する制御
信号を前記赤外線により送出し、録画を終了させる音声消去解除及び録画終了工程と；



ことを特徴としている。
【００２０】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００２１】
図１は本発明の赤外線内蔵携帯電話機の一つの実施の形態を示すブロック図である。
【００２２】
図１に示す本実施の形態は、赤外線内蔵携帯電話機１０と、赤外線１０４により操作され
るテレビ２０とから構成されている。
【００２３】
赤外線内蔵携帯電話機１０は、各種操作を行う操作部１０１と、テレビ２０と赤外線１０
４によるデータ通信を行う赤外線インターフェイス１０２と、各メーカーのテレビやＶＴ
Ｒのリモコン用信号フォーマットが記憶されている読出専用メモリ１０５と、選択したテ
レビメーカーの情報を記憶しておく書換可能メモリ１０６と、これら各ブロックの制御を
行う制御部１０３とを有している。
【００２４】
図２は赤外線内蔵携帯電話機を用いた利用形態の図である。
【００２５】
なお、図２において図１に示す構成要素に対応するものは同一の参照数字または符号を付
し、その説明を省略する。
【００２６】
図２に示すように、赤外線内蔵携帯電話機１０の操作部１０１には、電話をかける時や受
ける時に使用する開始ボタン３０１、通話を終了する時に使用する終了ボタン３０２が設
けられている。テレビ２０は、赤外線内蔵携帯電話機１０からの赤外線１０４により操作
指令を受信する。
【００２７】
図３は本発明の赤外線内蔵携帯電話機の動作を説明するフローチャートである。
【００２８】
次に、図１、図２および図３を参照して本実施の形態の動作をより詳細に説明する。
【００２９】
赤外線内蔵携帯電話機１０内の読出専用メモリ１０５には各メーカーのテレビのリモコン
用信号フォーマットが記憶されている。最初に操作部１０１によりテレビメーカー名選択
操作を行う。ステップＡ１でテレビメーカー名が選択されているかどうかの判定が行われ
る（ステップＡ１）。
【００３０】
選択されていなければ、操作部１０１でテレビメーカー名を選択する（ステップＡ２）。
選択すると、その情報が書換可能メモリ１０６に書き込まれ、次回からは選択されたメー
カーのテレビが赤外線内蔵携帯電話機１０により制御可能となる。
【００３１】
テレビ視聴中、電話をかけるため或いは電話を受けるために、操作部１０１にある開始ボ
タン３０１を押下すると、ステップＡ３で開始ボタンの押下の有無を判定する（ステップ
Ａ３）。開始ボタン３０１が押下された場合、制御部１０３は赤外線インターフェイス１
０２によりテレビ２０に対して、音声ミュートを行う制御信号を赤外線１０４により送出
し、テレビ２０の音声を消去する（ステップＡ４）。
【００３２】
次に、通話を終了させるため、操作部１０１にある終了ボタン３０２を押下する。ステッ
プＡ５で終了ボタン３０２が押下されたかどうかを判定する（ステップＡ５）。終了ボタ
ン３０２押下の場合、制御部１０３は赤外線インターフェイス１０２より、テレビ２０に
対して音声ミュートを解除する制御信号を赤外線１０４により送出し、再びテレビ２０の
音声を出力させる（ステップＡ６）。
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　を備えた



【００３３】
図４はリモコン信号フォーマットの一例を示す図である。
【００３４】
図４によると、リモコン信号フォーマットは、「リーダ」ブロック、「カスタムコード」
ブロック、「パリティ」ブロック、「データコード」ブロック、「トレーラ」ブロックか
ら構成されている。リーダは同期パターンコードであり、カスタムコードはメーカー毎、
システム毎（テレビ、ビデオ、オーディオ、その他）に異なっている。パリティはエラー
検出コードであり、データコードは操作指令を示す。また、トレーラは次の信号フォーマ
ットとの間隔を示す空きビットを示す。なお、送信コード０と１の区別は、送信信号のパ
ルス間隔を変えることにより行うＰＰＭ方式を用いている。
【００３５】
図５は本発明の赤外線内蔵携帯電話機の第二の動作を説明するフローチャートである。
【００３６】
次に図１、図２および図５を参照して動作を説明する。
【００３７】
赤外線内蔵携帯電話機１０内の読出専用メモリ１０５には各メーカーのＶＴＲ（図示せず
）のリモコン用信号フォーマットが記憶されている。最初に操作部１０１によりＶＴＲ名
選択操作を行う。ステップＢ１でＶＴＲメーカー名が選択されているかどうかの判定が行
われる（ステップＢ１）。
【００３８】
選択されていなければ、操作部１０１でＶＴＲメーカー名を選択する（ステップＢ２）。
選択すると、その情報が書換可能メモリ１０６に書き込まれ、次回からは選択されたメー
カーのＶＴＲが赤外線内蔵携帯電話機１０により制御可能となる。
【００３９】
テレビ視聴中、電話をかけるため或いは電話を受けるために、操作部１０１にある開始ボ
タン３０１を押下する。ステップＢ３で開始ボタン３０１の押下の有無を判定する（ステ
ップＢ３）。開始ボタン３０１が押下された場合、制御部１０３は赤外線インターフェイ
ス１０２によりＶＴＲに対して、視聴中のテレビ番組の録画を行う制御信号を赤外線１０
４により送出し、録画を開始させる（ステップＢ４）。
【００４０】
次に、通話を終了させるため、操作部１０１にある終了ボタン３０２を押下する。ステッ
プＢ５で終了ボタン３０２が押下されたかどうかを判定する（ステップＢ５）。終了ボタ
ン３０２押下の場合、制御部１０３は赤外線インターフェイス１０２よりＶＴＲに対して
、視聴中のテレビ番組の録画を停止する制御信号を赤外線１０４により送出し、録画を終
了させる（ステップＢ６）。
【００４１】
以上説明したように、テレビ視聴中に電話をかける或いは電話を受けると、自動的にＶＴ
Ｒに視聴中のテレビ番組を録画するため、大切なテレビ番組を見逃すことがなくなる。ま
た、ＶＴＲのリモコンを探して、録画ボタンを押すというような煩雑な操作も不要となる
。
【００４２】
図６は本発明の赤外線内蔵携帯電話機の第三の動作を説明するフローチャートである。
【００４３】
次に図１、図２および図６を参照して動作を説明する。
【００４４】
赤外線内蔵携帯電話機１０内の読出専用メモリ１０５には各メーカーのテレビとＶＴＲの
リモコン用信号フォーマットが記憶されている。最初に操作部１０１によりテレビメーカ
ー名とＶＴＲメーカー名の選択操作を行う。ステップＳ１で、テレビメーカー名とＶＴＲ
メーカー名が選択されているかどうかの判定が行われる（ステップＳ１）。
【００４５】
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選択されていなければ、操作部１０１でテレビメーカー名とＶＴＲメーカー名を選択する
（ステップＳ２）。選択すると、その情報が書換可能メモリ１０６に書き込まれ、次回か
らは選択されたメーカーのテレビおよびＶＴＲが赤外線内蔵携帯電話機１０により制御可
能となる。
【００４６】
テレビ視聴中、電話をかけるため或いは電話を受けるために、操作部１０１にある開始ボ
タン３０１を押下する。ステップＳ３で、開始ボタン３０１の押下の有無を判定する（ス
テップＳ３）。開始ボタン３０１が押下された場合、制御部１０３は赤外線インターフェ
イス１０２よりテレビ２０に対して、音声ミュートを行う制御信号を赤外線により送出し
、テレビ２０の音声を消去する（ステップＳ４）。
【００４７】
次に、通話を終了させたい場合には、操作部１０１にある終了ボタン３０２を押下する。
ステップＳ５で、終了ボタン３０２の押下の有無を判定する（ステップＳ５）。終了ボタ
ン３０２が押下された場合、制御部１０３は赤外線インターフェイス１０２よりテレビ２
０に対して、音声ミュートを解除する制御信号を赤外線１０４により送出し、再びテレビ
２０の音声を出力させる（ステップＳ６）。
【００４８】
ステップＳ５で終了ボタン３０２が押下されずに、もし通話中に視聴中のテレビ番組を録
画したい場合には、操作部１０１にある開始ボタン３０１を押下する。ステップＳ７で、
開始ボタン３０１の押下の有無を判定する（ステップＳ７）。開始ボタン３０１押下の場
合、制御部１０３は赤外線インターフェイス１０２よりＶＴＲに対して、視聴中のテレビ
番組の録画を行う制御信号を赤外線１０４により送出し、録画を開始させる（ステップＳ
８）。
【００４９】
次に通話を終了させるため、操作部１０１にある終了ボタン３０２を押下する。終了ボタ
ン３０２の押下の有無を判定する（ステップＳ９）。終了ボタン３０２の押下の場合、制
御部１０３は赤外線インターフェイス１０２よりテレビ２０に対して、音声ミュートを解
除する制御信号を赤外線１０４により送出し再びテレビ２０の音声を出力させると共に、
ＶＴＲに対して視聴中のテレビ番組の録画を停止する制御信号を赤外線１０４により送出
し、録画を終了させる（ステップＳ１０）。
【００５０】
以上説明したように、赤外線内蔵携帯電話機１０は、テレビ２０の視聴中に電話をかける
或いは電話を受けると、自動的にテレビ２０の音声をミュートし、またはビデオテープレ
コーダ（ＶＴＲ）等に視聴中の番組の録画を指示することができるので、例えば、大音量
でテレビ視聴中の場合でも、電話の発信或いは電話の着信があると、自動的にテレビの音
声ミュートを行うため相手の声が聞き取りやすくなる。また、簡単な操作で、ＶＴＲに視
聴中のテレビ番組を録画することも可能ため、大切なテレビ番組を見逃すことがなくなる
。
【００５１】
なお、本発明はテレビの消音やＶＴＲの録画に制限されるものではなく、他の家電製品（
例えば、ステレオ、ラジオ、カセット、ＤＶＤ、クーラー等）に対しての自動操作にも適
用可能である。
【００５２】
すなわち、一般的に複数の通信プロトコルを読出専用メモリ１０５に記憶しておき、この
読出専用メモリ１０５から１つの通信プロトコルを切替手段としての制御部１０３により
選択すると、選択した特定の通信プロトコルの情報を書換可能メモリ１０６に保持する。
赤外線内蔵携帯電話機１０の通話開始時には、自動的に家電製品の動作状態の制御を赤外
線１０４の送光により行うことになる。
【００５３】
この書換可能メモリ１０６に少なくとも１つの通信プロトコルの情報を書き込み、少なく
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とも１つの家電製品の制御を行うことができる。そして通話終了時には、家電製品の動作
状態を通話前の状態に自動的に戻すことになる。
【００５４】
既述のとおり、家電製品のメーカー名は操作部１０１により選択することになる。
【００５５】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明の赤外線内蔵携帯電話機及びこれを用いた家電操作方法は、
大音量でテレビ視聴中の場合でも電話をかける或いは電話を受けると自動的にテレビの音
声ミュート（音声消去）を行うことができるので、相手の声が聞き取りやすくなり、また
テレビのリモコンを探してミュートボタンを押すというような煩雑な操作が不要になると
いう効果を有している。
【００５６】
さらに、テレビ視聴中に電話をかける或いは電話を受けると、自動的にＶＴＲに視聴中の
テレビ番組を録画するため、大切なテレビ番組を見逃すことがなくなり、またＶＴＲのリ
モコンを探して録画ボタンを押すというような煩雑な操作も不要となるという効果を有し
ている。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の赤外線内蔵携帯電話機の一つの実施の形態を示すブロック図である。
【図２】赤外線内蔵携帯電話機を用いた利用形態の図である。
【図３】本発明の赤外線内蔵携帯電話機の動作を説明するフローチャートである。
【図４】リモコン信号フォーマットの一例を示す図である。
【図５】本発明の赤外線内蔵携帯電話機の第二の動作を説明するフローチャートである。
【図６】本発明の赤外線内蔵携帯電話機の第三の動作を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
１０　　赤外線内蔵携帯電話機
２０　　テレビ
１０１　　操作部
１０２　　赤外線インターフェイス
１０３　　制御部
１０４　　赤外線
１０５　　読出専用メモリ
１０６　　書換可能メモリ
３０１　　開始ボタン
３０２　　終了ボタン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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